
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

           

 筑西市訪問型家庭教育支援チーム 

（呼称：筑西市訪問型家庭教育支援チーム） 

 URL：shougak@city.chikusei.lg.jp 

                         

②活動拠点 筑西市教育委員会 生涯学習課 

③活動範囲 筑西市内全小中学校区 

④組織体制 

 

7 人  

 民生委員児童委員等 ２人  市内子育て経験者 ５人 

 

⑤活動開始年度  令和元年度  

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

 筑西市教育委員会生涯学習課 

（TEL）0296-22-0182     （E-mail）shougak@city.chikusei.lg.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

□保護者等への学びの場の提供 

□保護者等への地域の居場所づくり 

☑アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☑自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    □保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    □その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

□その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

□乳幼児 ☑小学生（低学年） ☑小学生（中学年） ☑小学生（高学年） 

☑中学生 □高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

mailto:shougak@city.chikusei.lg.jp


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・ 市内において、子育ての悩みを抱えながらも地域で孤立してしまう家庭や

経済的困難・児童虐待・不登校などの問題を抱えている家庭に、訪問型

家庭教育支援チーム員が訪問して個別の相談に対応する。 

・ 子育てに不安を感じている保護者から事務局に直接申込みがある場合

と、市内小中学校からの情報提供により訪問する場合がある。どちらも対

象保護者の承諾を得た上で決定する。主として小学校 1 年生を対象に行

う。 

・ 新入生、入学予定者に事業の説明とチラシを配布し、事業の周知を図る

とともに、事務局への電話、電子申請、通学校への申し出など、利用者が

申込みをしやすい状況をつくっている。 

・ 対象家庭については、支援員が２人１組で保護者と面談を行う。月１～２

回の家庭訪問を行い、子育てに関する悩みを聞いたり相談を受けたりす

ることによって、寄り添いながら支援を行う。 

・ 訪問によって得られた情報を基に、ケース会議で支援の方法を検討した

り、関係機関につないだりしてよりよい支援ができるようにする。 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・ 支援員の訪問や来所相談を行い、悩みや不安を傾聴する取り組みを行っ

ている。定期的な相談を繰り返すことで、保護者との人間関係も深まり、

解決や改善につながった事例も多い。支援員のきめ細やかな支援が、対

象者から評価を得ている。 

・ 月一回の情報共有の機会を設けて、各家庭の問題を様々な角度から子

育て支援に関わっている各部局とも連携し、情報を交換することによっ

て、効率的で隙間のない支援ができるようなネットワークの基礎が構築さ

れた。今後さらに多くの関係機関と連携を図り、具体的な支援を行うこと

ができるよう体制を整えている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☑文部科学省補助事業（事業名：地域における家庭教育支援基盤構築事業） 

□文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

□厚生労働省事業（事業名：                            ） 

□地方公共団体単独事業として実施 

□特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

□その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


